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総
会
記
念
講
演
（
平
成
二
十
九
年
六
月
四
日
）

大
分
の
埋
蔵
文
化
財

後
　
藤
　
一
　
重

（
大
分
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
前
所
長
）

１　

埋
蔵
文
化
財
と
は

＊
埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
で
あ
る
。

（『
文
化
財
保
護
法
』
第
92
条
）

過
去
の
人
が
使
用
し
た
道
具
→
遺
物

過
去
の
人
の
様
々
な
生
活
の
痕
跡
→
遺
構

＊
埋
蔵
文
化
財
を
包
蔵
す
る
土
地
＝
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

＝
遺
跡　
　

大
分
県
下
に
約
四
〇
〇
〇
箇
所

　
　
　
　
　

別
府
市
に
約
四
〇
箇
所

（
注
）
白
菊
ホ
テ
ル
・
南
明
荘
あ
た
り
、
太
郎
塚
次
郎
塚
な
ど
。

＊
埋
蔵
文
化
財
は
、
そ
の
土
地
に
生
き
た
人
々
の
営
み
を
示
す
遺
産

で
あ
り
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
土
地
に
刻
ま
れ

た
地
域
の
歴
史
遺
産
（
＝
歴
史
資
料
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。

２　

歴
史
を
知
る

（
１
）　

歴
史
を
知
る
こ
と
の
意
味

「
過
去
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
現
代
の
問
題
を
解
く
こ
と
で
あ
り
、

過
去
の
謎
を
解
く
こ
と
は
現
代
の
課
題
を
知
る
こ
と
で
あ
る
」

Ｅ
．Ｈ
．カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』

（
２
）　

歴
史
を
知
る
た
め
の
資
料

①　

文
字
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
【
文
献
史
学
】

文
字
の
発
明
あ
る
い
は
解
読
に
よ
り
成
立
す
る
資
料
。
文
字
の

書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
紙
、
木
、
竹
、
金
属
、
石
、
粘
土
（
土

器
）
な
ど
。

②　

言
い
伝
え
・
伝
説
・
風
俗
習
慣

時
間
の
経
過
に
伴
う
変
化
や
付
け
加
え
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
的

事
実
の
み
を
抜
き
出
す
の
は
困
難
。

③　

物
・
痕
跡
【
考
古
学
ほ
か
】

過
去
の
人
に
よ
り
残
さ
れ
た
物
や
痕
跡
を
手
が
か
り
と
す
る
。

文
字
の
な
い
時
代
や
地
域
で
も
有
効
。
文
字
の
あ
る
時
代
や
地

域
に
お
い
て
も
、
文
字
資
料
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な

い
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
。

（
３
）　

各
資
料
の
性
質

①　

発
言
資
料
…
…
文
献
史
学
ほ
か
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文
字
や
言
葉
と
し
て
自
ら
雄
弁
に
発
言
す
る
。
文
字
を
読
ん
だ

り
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば
容
易
に
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
誰
が
」、

「
何
の
た
め
に
」、「
ど
う
し
た
」
な
ど
の
具
体
的
な
情
報
が
分

か
る
。

②　

沈
黙
資
料
…
…
考
古
学
ほ
か

資
料
そ
の
も
の
は
発
言
し
な
い
の
で
、
発
言
さ
せ
る
た
め
の
根

気
強
い
作
業
が
必
要
。
加
え
て
、そ
の
発
言
に
は
、「
い
つ
」、「
ど

こ
で
」、「
誰
が
」、「
何
の
た
め
に
」、「
ど
う
し
た
」
な
ど
の
具

体
性
を
欠
く
こ
と
が
多
い
。

＊
発
言
さ
せ
る
た
め
に
は
根
気
強
い
作
業
が
必
要
（
考
古
学
研
究
者

の
仕
事
）

３　

考
古
学
と
は
何
か

（
１
）　

考
古
学
の
歴
史
―
宝
探
し
・
珍
品
収
集
か
ら
歴
史
学
へ
―

①　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

16
～
17
世
紀　

古
典
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ

・
収
集
の
た
め
の
（
発
掘
・
盗
掘
）

・
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
中
近
東
、
エ
ジ
プ
ト
で
蒐
集

18
～
19
世
紀　

進
歩
し
た
地
質
学
・
古
生
物
学
の
影
響

・
絶
滅
動
物
の
化
石
骨
と
石
器
と
の
共
存

19
世
紀
～　

近
代
考
古
学
の
誕
生

・
ト
ム
セ
ン　

三
時
代
法
提
唱

・
ラ
ボ
ッ
ク　

旧
石
器
、
新
石
器
の
区
分

・
モ
ル
チ
ェ　

石
器
時
代
の
細
分
（
時
期
設
定
）

・
コ
ッ
シ
ナ　

考
古
資
料
の
分
布
地
域
の
理
解

・
モ
ン
テ
ル
ウ
ス　

型
式
学
的
方
法

②　

日
本

江
戸
時
代　

一
部
に
考
古
資
料
を
歴
史
資
料
と
す
る
動
き
が
あ

る
が
、
体
系
的
・
継
続
的
で
は
な
い

・
徳
川
光
圀　

古
墳
発
掘

・
田
村
三
省　

石
器
の
時
代
か
ら
鉄
の
時
代
へ

・
木
内
石
亭　
『
雲
根
志
』
奇
石
収
集
家

・
蒲
生
君
平　
『
山
陵
誌
』
古
墳
の
編
年

明
治
時
代　

モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
と
調
査
報

告
書
刊
行

・
日
本
原
住
民
論
争

・
弥
生
土
器
の
発
見

大
正
時
代
～　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
考
古
学
の
影
響
で
飛
躍
的
な
進
歩

・
縄
文
土
器
の
層
位
的
、
型
式
学
的
研
究

・
弥
生
時
代
の
認
識　

弥
生
土
器
、
金
属
器
、
稲
作
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・『
記
紀
』
脱
却
の
萌
芽

（
２
）　

考
古
資
料
の
中
身

①　

遺
物
→
人
が
使
用
し
た
道
具
や
物
（
動
産
的
資
料
）

②　

遺
構
→
人
が
地
面
に
残
し
た
様
々
な
行
為
に
係
る
痕
跡
（
不

動
産
的
資
料
）

③　

遺
跡
→
遺
物
や
遺
構
が
残
さ
れ
た
場
所

（
３
）　

考
古
資
料
の
取
扱
い

遺
物
・
遺
構
・
遺
跡
を
歴
史
資
料
と
し
て
使
う
た
め
に
は
、「
機

能
・
用
途
」、「
年
代
」、「
相
互
の
関
係
」
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

①　

機
能
・
用
途
を
考
え
る

イ　

現
在
使
っ
て
い
る
も
の
、
近
年
ま
で
使
っ
て
い
た
も
の
と

比
較
し
て
考
え
る

ロ　

文
献
や
古
い
絵
画
か
ら
考
え
る

ハ　

形
態
や
材
質
か
ら
考
え
る

ニ　

使
用
し
た
痕
跡
か
ら
考
え
る

ホ　

遺
跡
で
の
在
り
方
か
ら
考
え
る

②　

年
代
を
考
え
る
→
【
絶
対
年
代
、
相
対
年
代
】

イ　

絶
対
年
代

イ　

文
献
資
料
か
ら
決
め
る

ロ　

考
古
資
料
に
直
接
文
字
で
書
か
れ
て
い
る

ハ　

自
然
科
学
的
方
法
で
決
め
る

放
射
性
炭
素
法
、
熱
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法
、
年
輪
年
代

学
ほ
か

ニ　

絶
対
年
代
が
分
か
っ
た
も
の
と
共
伴
、
あ
る
い
は
型
式

が
同
じ
場
合

ロ　

相
対
年
代

イ　

層
位
的
方
法

ロ　

順
位
的
方
法

ハ　

型
式
学
的
方
法

③　

分
布
を
考
え
る

イ　

同
じ
型
式
が
分
布
す
る
地
域
は
親
し
い
人
々
（
集
団
）
が

生
活
す
る
地
域

ロ　

個
人
の
特
定
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
考
古
資
料
か
ら
歴
史

を
担
っ
た
人
（
集
団
）
を
抽
出

（
４
）　

考
古
資
料
か
ら
考
え
る
（
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
）

①　

遺
物
と
遺
物
の
関
係

②　

遺
物
と
遺
構
の
関
係

③　

遺
構
と
遺
構
の
関
係

④　

遺
跡
内
の
全
体
的
関
係
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⑤　

遺
跡
と
遺
跡
の
関
係

⑥　

地
域
と
地
域
の
関
係

４　

大
分
県
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
（
考
古
学
）
の
歴
史

Ⅰ
期　

江
戸
時
代	

【
考
古
学
（
歴
史
学
）
以
前
】

Ⅱ
期　

明
治
時
代	

【
考
古
学
黎
明
期
１
】

Ⅲ
期　

大
正
～
昭
和
時
代	
【
考
古
学
黎
明
期
２
】

Ⅳ
期　

昭
和
20
～
30
年
代	
【
新
た
な
歴
史
学
と
し
て
の
考
古
学
】

Ⅴ
期　

昭
和
30
～
40
年
代	

【
大
規
模
開
発
に
伴
う
緊
急
調
査
】

Ⅵ
期　

昭
和
45
～
55
年	

【
県
教
委
に
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
、

緊
急
調
査
増
加
】

Ⅶ
期　

昭
和
55
～
平
成
15
年	

【
市
町
村
の
体
制
整
備
】

Ⅷ
期　

平
成
16
年
～	

【
活
用
事
業
の
推
進
】

５　

大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
（
注
）
入
館
無
料

①　

広
い
展
示
室
（
約
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

　
　

埋
文
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

◎
「
豊
の
国
考
古
館
」
…
考
古
遺
物
に
よ
る
大
分
県
の
歴
史

◎
「
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
友
資
料
館
」
…
大
友
氏
の
歴
史

②　

体
験
学
習
館　

勾
玉
作
り
な
ど
に
よ
る
歴
史
の
追
体
験

③　

資
料
整
理
見
学
室　

出
土
遺
物
の
「
洗
い
・
注
記
・
接
合
・

実
測
・
ト
レ
ー
ス
」
の
作
業
見
学

④　

考
古
情
報
室

⑤　

考
古
学
講
座
、
学
校
連
携
等
の
充
実

　

県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
16
年
４
月
に
文
化

課
か
ら
分
離
独
立
し
た
教
育
機
関
で
、
当
初
は
中
判
田
の
県
工
業

試
験
場
跡
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
出
土
品
保
管
が
増
え
る
一

方
、
雨
漏
り
な
ど
不
都
合
が
重
な
っ
た
た
め
、
芸
術
会
館
跡
に
移

転
し
、
平
成
29
年
４
月
22
日
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
し
て

開
館
し
ま
し
た
。

　

移
転
準
備
期
の
所
長
を
務
め
退
職
さ
れ
た
後
藤
一
重
さ
ん
は
、

別
府
市
内
に
生
ま
れ
育
ち
、現
在
も
市
内
に
お
住
ま
い
だ
そ
う
で
、

県
教
育
庁
職
員
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
文
化
財
行
政
に
携
わ
っ
て
来
ら

れ
た
数
少
な
い
精
通
者
の
一
人
で
し
た
。

　

ご
講
演
内
容
も
「
よ
く
わ
か
ら
ん
と
言
わ
れ
る
が
」
と
の
前
置

き
で
、
分
か
り
や
す
く
、
て
い
ね
い
に
と
心
し
て
解
説
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
そ
の
骨
子
を
い
た
だ
い
た
資
料
で

紹
介
し
ま
し
た
。	

（
編
集
子
）


